
バイオメトリクスを活用した出入国管理体制の構築について 

 

 

日本を出入国する渡航者日本を出入国する渡航者  

 
 
 

「信用できる渡航者」「信用できる渡航者」  

  よりスムーズなよりスムーズな  

 空港手続を実現 空港手続を実現  
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利便性の向上 

安全性の確保 

バイオメトリクス情報バイオメトリクス情報  

による厳重チェックによる厳重チェック 

テロ・犯罪・不法滞在対策の強化

外国人観光客の倍増計画 

国際ビジネス機会拡大 

Check 

大多数の旅行客 

Check Check 

偽変造旅券 なりすまし 要注意人物 

 

外国ＩＣ旅券等からの情報読取 

空海港での審査時の指紋情報取得・顔撮影 

出入国審査業務のＩＴ推進 

 

バイオメトリクス 

最新技術の活用 
 

高精度かつ高速処理を 

可能とする機器の整備 

留意事項 

日 程 

新制度に基づく本格運用開始 

 

出入国管理及び難民認定法の改正案提出 
 

（平18通常国会） 

 

関係システム、ネットワーク等の整備、 
 

運用テスト等の実施 

個人情報保護方策の徹底 

 

e-Passport連携実証実験の実施(平16-17) 
 

IC旅券認証システム等の開発・試行(平17) 

メリハリのある審査 

 
ＩＣカードによる自動化

ゲートの利用も検討 

 
 

関係省庁間の連携協力 
 

出入国審査情報…法務省 

各国IC旅券情報…外務省 

要注意人物情報…警察庁 

利便性を考慮したシステム構築 

諸外国との連携、理解増進 

１６歳以上の外国人 
（特別永住者，外交官などは対象外） 

 出国後期間が経過し爾後利用する必要性が 

無くなったと判断された場合には速やかに記録を消除 

取得したﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｸｽ情報 

同一人性の確認 

要注意人物の割出し 

ﾌﾞﾗｯｸﾘｽﾄ 

情報 
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